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はじめまして。鹿児島市立病院 初期研修
医１年目の倉岡駿気と申します。今回，当院
２年目で大学時代の先輩でもある上田先生の
ご紹介により，このような貴重な執筆の機会
をいただきました。

突然バトンを受け取ったものの，何につい
て綴るべきか悩んだ末に，やはり私の人生に
おいて最も大きな影響を与えた「空手」につ
いてご紹介させていただくことにしました。

先月の柔道に続き , ２ヶ月連続での武道特
集となりますが，どうぞお付き合いください。

空手との出会い
私が空手と出会ったのは，物心がつくより

も前でした。父が空手の指導者だったことか
ら , ３歳の頃にはすでに突きの練習をしたり
ミットを蹴ったりしていました。

しかし４歳のとき，IgA 血管炎を発症し，
退院後も運動制限があり，一時空手から離れ
ることになります。再び空手を始めるきっか
けとなったのは５歳のときでした。

引越しに伴い新しい保育園に通うことに
なった私は，年長組の子から嫌がらせを受け
るようになりました。そんな中，当時３歳だっ
た弟が私を守ろうと立ち向かってくれたので
す。もちろん，年長組の子どもたちにかなう
はずもなく，兄弟揃ってやられてしまいまし
たが，その経験が「強くなりたい」という気
持ちに火をつけ，再び空手を始める大きな転
機となりました。

まるで某ボクシング漫画のような始まりで
した。

流派・ルールの違い
空手には大きく「形（かた）」と「組手（く

みて）」の２つの競技があります。
私が最初に通っていた道場では主に組手を

練習していましたが，引越しにより現在も所
属している流派「全日本空手道連盟（伝統派
空手・寸止め空手とも呼ばれます）」の道場
に移籍しました。

この流派では，安全性を重視し，頭部への
攻撃は「スキンタッチ」まで，つまり極力当
てずに制止することが求められます。小中学
生の部では，頭部に少しでも接触すると原則
反則となるルールでした。

しかし当時は審判によって判定にばらつき
があり，「頭部に強く当てた側の技は有効で，
更には当てられた側が防御不足と判断され反
則を取られる」ケースも少なくありませんで
した。私はこの曖昧なルールに戸惑いを感じ，
組手に対して苦手意識を持っていました。
※現在はルールが明確化され，頭部への攻撃

についてはより厳密な判定がされるように
なっています。

形（かた）の魅力に取り憑かれて
組手に苦手意識を持っていた私は，形の練

習も最初は退屈に感じていました。基本形の
反復が続き，「形ってつまらないな」と思っ
ていた矢先，小学２年生の冬に「セーパイ」
という指定形を教えてもらいました。

その瞬間，「こんなにかっこいい形がある
のか！」と衝撃を受けた私は，それ以降，日
常生活のあらゆる場面で形を練習していたと
思います（歩きながら，テレビを見ながら，
授業の合間にも…）。大学時代も変わらず，

空手とともに歩んだ人生

｜ 鹿児島市立病院 研修医 ｜ 倉岡 駿気
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友人と歩きながらでも形をしていた私は，今
思えば完全に変人だったと思います。

形に熱中した結果，小学３年生の県大会で
準優勝を果たし，さらにのめり込んでいきま
した。

ネット上では「形はダンスのようだ」「戦っ
ていないから意味がない」といった意見も散見
されますが，私はそうは思いません。形は，組
手で使わない関節技や急所への攻撃など，先人
たちが編み出した技の集大成であり，相手がい
なくても１人で鍛錬できる利点もあります。

また，私の経験上，形が上手な選手は基本
がしっかりしており，結果として組手も強く
なる傾向にあると感じています。

大学時代には，九州・山口大会で個人形・
個人組手ともに優勝することができ，形で鍛
えた基礎が組手に活かされていると実感しま
した。

嫌いだったはずの組手が，気づけば楽しく
なっていた――。形と組手は，まさに武道に
おける“車の両輪”のような関係だと思います。

「突き」の奥深さ
ここで一つ，私が空手を 20 年以上続けて

きた中で強く感じている「突きの奥深さ」に
ついてお話ししたいと思います。

突きにおいて重要なのは「スピード」と「力
強さ」の両立です。

しかしこれが実に難しいのです。力強さを
出そうと力めば，動きが読まれやすくなり，
疲労も早い。逆にスピードを重視しすぎると
威力が落ちてしまいます。

そこで鍵になるのが「脱力」と「加速」です。
脱力状態から突き出すことで，無駄な緊張

を避け，動きが読まれにくくなります。そし
て，相手や目標物に当たる瞬間に拳を加速さ
せることで，最大の威力を発揮できるのです。

突きのタイプは，以下のように使い分ける
べきだと私は考えています。
１．スピード重視型（威力は控えめ）：組手

向け

２．バランス型（スピードと威力の両立）：
形や基本稽古向け

３．パワー特化型（スピードは遅い）：古流
の鍛錬やサンドバッグを打つ鍛錬向け

それぞれ速筋・遅筋の使い方も異なり，す
べてを自在に使いこなすには長年の修練が必
要です。私もまだまだ鍛錬の途中です。奥深
い技術だからこそ，追い求める価値があると
感じています。

高校生への指導，そして医師として
大学時代から，鹿児島南高校空手道部の外

部コーチとして指導に携わっています。現在
は研修医として，救急当直で一睡もできない
日もあり，部活に顔を出せない日も増えまし
た。それでも，医師としての学びが空手の場
で役立った場面がありました。

ある大会で，選手が頭部に上段回し蹴りを受
けて倒れ，ふらつきや軽い眩暈を訴えていまし
た。私は primary survey を行い，HINTS 
plus（Head Impulse test, Nystagmus, 
Test of Skew and audiometry）を含む診
察で中枢疾患を除外，安静の上で経過を観察
し，大事に至らず対応できました。

救急対応の経験が，現場での安心感と自信
につながった瞬間でした。

今後は大会ドクターとしても関わっていく
予定であり，医師として研鑽を積みながら，
空手に打ち込む高校生たちの青春を支えてい
きたいと考えています。

おわりに
長文となってしまいましたが，ここまでお

読みいただきありがとうございました。空手
経験者の方，またご興味を持っていただけた
方，ぜひご感想などいただければ幸いです。
今後ともよろしくお願いいたします。

次号は，鹿児島市立病院／油木田 瑛介先生のご執筆です。
� （編集委員会）
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